
JP 2008-45006 A5 2009.9.3

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  77/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  77/14    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  77/26    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  77/20    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月22日(2009.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アミン化合物の存在下、
式（I）
Ｒ１

ｎＳｉＸ４－ｎ・・・（Ｉ）
（式中、Ｒ１は、式中のＳｉに炭素原子が直接結合するような有機基を表し、Ｘは、水酸
基又は加水分解性基を表す。ｎは１又は２を表し、ｎが２のとき、Ｒ１は同一であっても
異なっていてもよく、（４－ｎ）が２以上のとき、Ｘは同一であっても異なっていてもよ
い。）で表される有機ケイ素化合物を縮合させて得られる、有機ケイ素化合物の縮合物を
含有することを特徴とする有機無機複合体。
【請求項２】
式（I）
Ｒ１

ｎＳｉＸ４－ｎ・・・（Ｉ）
（式中、Ｒ１は、式中のＳｉに炭素原子が直接結合するような有機基を表し、Ｘは、水酸
基又は加水分解性基を表す。ｎは１又は２を表し、ｎが２のとき、Ｒ１は同一であっても
異なっていてもよく、（４－ｎ）が２以上のとき、Ｘは同一であっても異なっていてもよ
い。）で表される有機ケイ素化合物の縮合物並びにアミン化合物及び／又は前記アミン化
合物から誘導される化合物を含有することを特徴とする有機無機複合体。
【請求項３】
アミン化合物が、式（III）
Ｒ３

ｋＳｉＺ４－ｋ・・・（III）
（式中、Ｒ３は、アミノ基を有し、かつ式中のＳｉに炭素原子が直接結合するような有機
基を表し、Ｚは、水酸基又は加水分解性基を表す。ｋは１又は２を表し、ｋが２のとき、
Ｒ３は同一であっても異なっていてもよく、（４－ｋ）が２以上のとき、Ｚは同一であっ
ても異なっていてもよい。）で表されるアミノシラン化合物であることを特徴とする請求
項１または２のいずれかに記載の有機無機複合体。
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【請求項４】
薄膜であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の有機無機複合体。
【請求項５】
膜表面から深さ方向１０ｎｍにおける膜表面部の炭素含有量が、膜裏面から深さ方向１０
ｎｍにおける膜裏面部の炭素含有量の８０％以下の薄膜であることを特徴とする請求項４
に記載の有機無機複合体。
【請求項６】
アミン化合物の存在下、
式（I）
Ｒ１

ｎＳｉＸ４－ｎ・・・（Ｉ）
（式中、Ｒ１は、式中のＳｉに炭素原子が直接結合するような有機基を表し、Ｘは、水酸
基又は加水分解性基を表す。ｎは１又は２を表し、ｎが２のとき、Ｒ１は同一であっても
異なっていてもよく、（４－ｎ）が２以上のとき、Ｘは同一であっても異なっていてもよ
い。）で表される有機ケイ素化合物及び／又はその縮合物に、紫外線を照射することを特
徴とする有機無機複合体の製造方法。
【請求項７】
アミン化合物の存在下、
式（I）
Ｒ１

ｎＳｉＸ４－ｎ・・・（Ｉ）
（式中、Ｒ１は、式中のＳｉに炭素原子が直接結合するような有機基を表し、Ｘは、水酸
基又は加水分解性基を表す。ｎは１又は２を表し、ｎが２のとき、Ｒ１は同一であっても
異なっていてもよく、（４－ｎ）が２以上のとき、Ｘは同一であっても異なっていてもよ
い。）で表される有機ケイ素化合物を縮合させて得られる、有機ケイ素化合物の縮合物を
含有することを特徴とする有機無機複合体形成用組成物。
【請求項８】
式（I）
Ｒ１

ｎＳｉＸ４－ｎ・・・（Ｉ）
（式中、Ｒ１は、式中のＳｉに炭素原子が直接結合するような有機基を表し、Ｘは、水酸
基又は加水分解性基を表す。ｎは１又は２を表し、ｎが２のとき、Ｒ１は同一であっても
異なっていてもよく、（４－ｎ）が２以上のとき、Ｘは同一であっても異なっていてもよ
い。）で表される有機ケイ素化合物及び／又はその縮合物と、アミン化合物とを含有する
ことを特徴とする有機無機複合体形成用組成物。
【請求項９】
アミン化合物が、式（III）
Ｒ３

ｋＳｉＺ４－ｋ・・・（III）
（式中、Ｒ３は、アミノ基を有し、かつ式中のＳｉに炭素原子が直接結合するような有機
基を表し、Ｚは、水酸基又は加水分解性基を表す。ｋは１又は２を表し、ｋが２のとき、
Ｒ３は同一であっても異なっていてもよく、（４－ｋ）が２以上のとき、Ｚは同一であっ
ても異なっていてもよい。）で表されるアミノシラン化合物であることを特徴とする請求
項７または８のいずれかに記載の有機無機複合体形成用組成物。
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